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日刊(祝日・土日休刊) (1) 

2022年上半期生産・出荷 

 前年比 出荷はマイナスに反転 

      生産はわずかにプラス 

日本アルミニウム協会 

一般社団法人日本アルミニウム協会（水口誠会長）

はこのほど、2022年上半期（1月－6月）のアルミニ

ウ ム 圧 延 品 生 産・出 荷 概 況 を 発 表 し た。生 産

は＋0.1％の2年連続プラス、出荷は－0.4％とマイナス

に反転した。 

板は、車載用半導体不足が続くなか、中国の都市封

鎖でサプライチェーンが混乱し、部品供給の停滞によ

り国内自動車生産が大幅に減少、自動車向け出荷は2

桁マイナスとなった。缶材は、外出自粛などの行動制

限が緩和されるなか、家庭用アルコール缶飲料の需要

は減少したが、外出機会の増加により清涼飲料の需要

は回復し、缶全体ではほぼ前年並みとなった。半導体

製造装置向けの厚板は需要旺盛で、卸小売を含む「そ

の他」は前年比＋21.0％と大幅に増加した。 

押出は、最大用途の建設向け住宅着工戸数の回復に

伴いプラスとなったものの、自動車の大幅な減少を補

いきれず出荷全体ではマイナスとなった。 

はくは、需要をけん引してきたコンデンサ向けやリ

チウムイオン電池向けなどの電気機械が大幅に減少

し、食料品もマイナスとなった。 

主な分野の概況は次の通り（出荷量、前年同期比）。 

【板類】 

(1)缶材203,008㌧、－0.5% :コロナ禍による行動制

限が緩和されて外出機会が増加、業務用ビールは前年

比増となったが、家庭用アルコール缶飲料は需要が減

少した。ボトル缶は前年比プラスだった。 

(2)自動車91,204㌧、－14.6%:車載用半導体不足のほ

か、上海ロックダウンなどコロナ再拡大の影響を受けて

部品供給網が混乱、国内自動車生産が大幅に減少した。 

【押出類】 

(1)建設206,010㌧、1.9%:新設住宅着工戸数の回復

に伴いプラスとなった。（サッシ・ドア：＋2.1％、

内外装向け：＋1.9％） 

(2)自動車57,140㌧、－17.8: 板同様、自動車生産の

減少を受けて2桁マイナスとなった。  （次頁へ） 

おしらせ 

弊紙8月12日付、8月15日付は休刊といたします。

なお、弊社夏季休業期間は、8月12日から16日までと

なります。宜しくご理解賜りますよう、お願い申し

上げます。 

三井金属鉱業は4日、電気亜鉛建値を3,000円引き上

げの51万1,000円にすると発表、同日より実施した。8

月の月内建値平均は51万600円。 

4日に入電した直近のＬＭＥ亜鉛相場前場売値は

3,355.00ドル。4日の東京市場の米ドルTTSレートは

134.66円。 

この値で換算した採算価格は、45万1,700円。建値

と採算価格から見た諸掛りは5万9,300円となる。 

直近6か月の建値推移は次の通り。(キロ当たり円、

カッコ内は改訂日) 

2022年 

 3月…478(1) 517(4) 550(9) 502(14) 508(18)  

            586(28)          平均524.0 

 4月…571(1) 592(6) 598(11) 628(14) 652(20)  

            625(25)          平均612.6 

 5月…571(9) 532(12) 517(17) 529(20) 532(26)  

              平均535.5 

 6月…562(1) 565(7) 562(10) 532(15) 526(20)  

              平均543.6 

 7月…484(1) 466(6) 484(11) 469(14) 472(20)  

              平均474.3 

 8月…508(1) 511(4)        平均510.6 

  亜鉛建値は3,000円引き上げの51万1,000円 

          8月の月内建値平均は51万0,600円 



日刊金属 令和４年(２０２２年) ８月５日(金) (2) 昭和４4年11月創刊 

【はく】 

(1)電機機械器具31,061㌧、－14.6%:自動車の減産や

部品供給不足の影響により、コンデンサ、リチウムイオ

ン電池ともに減少した。前年同期が高水準だったことも

あり、2桁マイナスとなった。 

(2)食料品11,915㌧、－2.4%:外出自粛が緩和され、一

部の食品は需要が回復したものの、包装材料の置き換わ

りなどがあり食料品全体ではマイナスとなった。 

6月は  3分類すべて生産・出荷マイナス 

同時に発表された6月の生産・出荷概況では、3分類

の生産・出荷は前年同月比で、いずれもマイナスとなっ

た。押出類の生産は6か月連続のマイナス。3分類の生

産・出荷は2か月～6か月の連続マイナスとなっている。 

板は、半導体製造装置向けの厚板や印刷板などはプラ

スだったが、缶材、自動車などの主要分野が減少した。

押出類は、最大用途の建設は3か月ぶりにプラスとなっ

たが、自動車の大幅減が継続している。はくは、電気機

械器具向け、食品良品向けともにマイナスとなった。 

2022年度 第1四半期決算 

    純利益 前期比38％の減益 

タツタ電線  

タツタ電線株式会社（山田宏也社長）はこのほど、

2022年度第1四半期の連結決算を発表した。 

機能性フィルム主要用途のスマートフォンは中国の

景況悪化などにより低迷し、素材需要は製品販売の低

迷に加えて半導体など部材不足が影響。売上高は

14,732百万円、前年同期比3.2％増としたものの、営

業利益は327百万円、同49.4％減、経常利益は437百万

円、同38.9％減、純利益は323百万円、同38.6％減の

減益となった。 

主要原料である銅の建値四半期平均価格は前年同期を

上回る水準だったが、期末にかけて下落。インフラ向け

電線の需要は前年同期を下回る水準で推移する一方、機

器用電線分野では一部向けで需要回復は続いた。 

主力製品の機能性フィルムは、スマートフォンの

生産・販売量低迷や中国ロックダウン・半導体など

の 部 材 不 足 も 加 わ っ て 減 少 し（前 年 同 期 比2.3％

減）、売上高は4,228百万円（同0.5％減）。営業利

益は、減販や材料価格の上昇により642百万円（同

1.0％減）となった。 

電線・ケーブル事業のインフラ向け電線は、銅価格

高騰による買い控えの継続や原材料価格高騰による販

売価格見直しに伴う競争激化により、前年同期の販売

量を下回った（同13.2％減）。 

一方、銅価格が上昇したことや機器用電線の一部向

け需要回復が続いたことなどにより、売上高は9,926

百万円、前年同期比3.9％増となった。しかし、営業

損益は販売量の減少、原材料価格高騰、販売価格見直

しの浸透遅れなどにより166百万円の損失（前年同期

は191百万円の利益）となった。 

 2022 年上半期のアルミニウム圧延品生産・出荷 

  生産（トン） 前年同期比（％） コメント 

板類 600,367  1.9  2 年連続でプラス 

押出類 339,267  －3.0  マイナスに反転 

板押 計 939,634  0.1  2 年連続でプラス 

はく 56,668  －7.9  マイナスに反転 

    

  出荷（トン） 前年同期比（％） コメント 

板類 597,411  0.7  2 年連続でプラス 

押出類 345,559  －2.4  マイナスに反転 

板押 計 942,970  －0.4  マイナスに反転 

はく 56,791  －8.9  マイナスに反転 



日刊金属 令和４年(２０２２年) ８月５日(金) (3) 昭和４4年11月創刊 

2022年度 第1四半期決算 

 前年比 純利益13%減 

   都市封鎖 自動車部品が不振 

住友電工 

住友電気工業株式会社（井上治社長）はこのほど、

2022年度第1四半期の連結決算を発表した。上海の

ロックダウンによる自動車減産が響いて主要のワイヤ

ハーネスが不振。売上高は877,121百万円、前年同期

比11.4%の増収だったが、営業利益は19,001百万円、

同34.4%減、経常利益は26,491百万円、同29.4%減。

原材料価格や物流費の高騰なども影響し、純利益は

20,293百万円で同12.6%の減益となった。 

再エネシフトにより欧州などで送電ケーブル需要が

高まり、電気自動車向け電線も好調。スマートフォン

向けなど高機能電子材料の需要も強かった。 

6月に入り受注に回復傾向がみられたことなどか

ら、23年3月期通期の業績予想は据え置き。売上高は

前年同期比14.3%増の3,850,000百万円、純利益は同

3.8%増の100,000百万円とみている。 

セグメントごとの成績は前年同期比で次の通り。全

部門で増収となった。 

＜自動車関連事業＞ 

円安や銅価格上昇の影響により、売上高は460,995百

万円と34,401百万円の増収。上海ロックダウンなどによ

る自動車減産の影響により、ワイヤーハーネスや防振ゴ

ムなどの出荷が減少したうえ、資材価格の高騰や物流費

の増加もあり、営業損失は5,412百万円（前年同期は67

億円の黒字）と12,141百万円の悪化となった。 

＜情報通信関連事業＞ 

データセンター用光配線機器や光デバイスなどで拡

販、円 安 の 影 響 も あ り、売 上 高 は59,654百 万 円 と

3,926百万円の増収。営業利益は6, 188百万円と1,507

百万円の増益となった。 

＜エレクトロニクス関連事業＞ 

電子ワイヤー製品やFPC（フレキシブルプリント回

路）で需要を捕捉、円安の影響もあり、売上高は76,720

百万円と8,634百万円の増収。営業利益は、FPCの高機

能品の売上増や生産性改善による収益力向上もあり、

4,638百万円と1,512百万円の増益となった。 

＜環境エネルギー関連事業＞ 

電力ケーブルや巻線などで拡販、円安や銅価格上昇の

影響もあり、売上高は210,228百万円と33,865百万円の

増収。営業利益は6,283百万円と、銅価格上昇増益が大

きかった前年同期から3,051百万円の減益となった。 

＜産業素材関連事業ほか＞ 

超硬工具やダイヤ・CBN工具の需要増加、PC鋼材

の売値改善などに加え、円安の影響もあり、売上高は

91,266 百万円と11, 632百万円の増収。営業利益は

7,659百万円と2,517百万円の増益となった。 

7月25日～7月29日(現地) 
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日刊金属 令和４年(２０２２年) ８月５日(金) (4) 昭和４4年11月創刊 

 4日朝入電の海外相場は、LME

（ロンドン金属取引所）銅相場

で、直物の前場売値が、前営業日

の7,819.00ドルより45.00ドル安の7,774.00ドル。直物の

終値は、前営業日の7,808.75ドルより137.00ドル安の

7,671.75ド ル。3か 月 物 の 前 場 売 値 は、前 営 業 日 の

7,805.00ドルより21.50ドル安の7,783.50ドル。3か月物

の終値は、前営業日の7,806.50ドルより129.00ドル安の

7,677.50ドル。COMEX（ニューヨーク商品取引所）銅

相場の9月限は、前営業日の351.85セントより5.15セ

ント安の346.70セント。SHFE(上海期貨交易所)銅相

場の9月限は、前営業日より横ばいの6万0,050元。 

4日の東京為替市場TTSレートは、前日の134.74円

より0.08円の円高ドル安、1ドル＝134.66円。4日に入

電した直近のLME銅相場直物前場売値は7,774.00ド

ル。この値と4日の東京外国為替市場USドルTTSレー

トから計算した国内採算値は、前日の109万1,000円よ

り7,000円安の108万4,000円。 

この日、電気銅建値は109万円に据え置かれた。 

為替動向 

3日、ロンドン外国為替市場のユーロは対ドルで下

落。16時、前日と比べ0.0080ドルのユーロ安ドル高、1

ユーロ=1.0120ドル～1.0130ドルで推移した。この日、

EU統計局が発表した6月のユーロ圏小売売上高が前月比

1.2％減と市場予想の横ばいを下回った。前年比でも

3.7％減で市場予想の1.7％減を下回っている。同時に発

表された6月PPIは前月比1.1％上昇、前年比35.8％上昇

となっており消費者物価への上昇圧力が顕著で消費者購

買力への影響が懸念される内容となった。英ポンドも対

ドルで下落。同じく0.0120ドルのポンド安ドル高、1ポ

ンド=1.2100ドル～1.2110ドルで推移した。 

3日のニューヨーク外国為替市場で円相場は続落し

た。前日と比べ0.65円の円安ドル高、1ドル=133.80円

～133.90円で取引を終えた。この日の午前発表された

7月のISM非製造業景況感指数が市場予想の53.5を上回

る56.7となり3か月ぶりの高水準となった。この結果

を受けFRBが利上げに動き易くなるとの受け止めが円

相場の重荷になった。 

4日早朝の東京外国為替市場で円相場は下落した。8

時30分、前日17時と比べ0.86円の円安ドル高、1ドル

=134.07円～134.09円だった。米国の経済指標改善で

FRBの利上げペース鈍化観測が後退。円売りドル買い

が優勢になった。 

円は対ユーロでも下落。同じく0.63円の円安ユーロ

高、1ユーロ=136.21円～136.23円だった。 

故銅直納問屋筋の平均値頃感  (単位は千円) 

(8月3日更新) 

直納問屋筋によるロット物（5トン前後）の平均

的な値頃感は次の通り。 

ピカ線が838～843、上銅新のうちタフピッチや

無酸素銅などは803～808、並銅は768～778、込銅

（高品位＝約97％）は758、セパは638～643。コー

ペルは要り用筋で579、それ以外は564ほど。黄銅

削粉も同様に要り用筋589、それ以外559～569どこ

ろの値頃。並青銅鋳物削粉は672～677どころ。 

小口市中相場(1トン前後)では、ピカ線が818～

838、上銅新くずが783～803、普通上銅が758～

778、2号銅線が750～770、並銅が748～768、込銅

(94-97％)が696、込銅(90-93％)が698、下銅が367

～417、セパが603～638、コーペルが519～564、黄

銅棒地が514～559、黄銅削粉が509～554、黄銅ラ

ジが474～482、交叉ラジが434～491、黄銅銅鋳物

が443～450、送りが267～286、上青銅鋳物が669～

689、並青銅鋳物が649～664、上青銅鋳物削粉が

664～684、並青銅鋳物削粉が639～659どころ。 

アルミ二次合金メーカー買値実勢値 

（1トン程度･置場･現金･キロ当たり円） 

関東地区（7月後半） 

2S=215円～235円、63S=199円～250円、アルミホ

イール(1P)=111円～225円、ビス付サッシ=77円～

86円、エンジンコロ=100円～108円、込合金(機械鋳

物)=83円～91円、缶プレス(ソフト)=56円～66円。 

関西地区（7月後半） 

2S=197円 ～200円、63S=200円 ～235円、印 刷 版

=190円～193円、アルミホイール(1P)=176円～186

円、ベースメタル=144円～148円、機械鋳物=86円

～89円、ダライ粉=65円～68円、ビス付サッシ=83

円～98円、缶プレス=73円～78円。 

7月18日～7月29日(現地) 
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日刊金属 令和４年(２０２２年) ８月５日(金) (5) 昭和４4年11月創刊 

4日朝入電した海外相場は、LME（ロンドン金属取

引所）の銅相場で、直物の前場売値が、8月3日入電の

7,819.00ドルより45.00ドル安の7,774.00ドル。2営業

日の続落で1.97%安。この週0.34%の下落。8月に入っ

て0.34%の下落。3か月物の前場売値は、8月3日入電

の7,805.00ドルより21.50ドル安の7,783.50ドル。2営

業日の続落で1.98%安。この週0.11%の下落。8月に

入って0.11%の下落。 

LME公認倉庫の銅在庫は、現地8月2日の13万0,975

トンより725トン減の13万0,250トン。 

COMEX（ニューヨーク商品取引所）の銅相場は、8

月限が、8月3日入電の352.45セントより5.50セント安

の346.95セント。3営業日の続落で3.19%安。この週

3.19%の下落。8月に入って3.19%の下落。中心限月に

当たる9月限は、8月3日入電の351.85セントより5.15

セ ン ト 安 の346.70セ ン ト。3営 業 日 の 続 落 で2.98%

安。この週2.98%の下落。8月に入って2.98%の下落。 

SHFE（上海期貨交易所）銅相場は、8月限が、8月3

日入電の6万0,160元より100元高の6万0,260元。反発

し て0.17%高。こ の 週0.43%の 上 伸。8月 に 入 っ て

0.43%の上伸。中心限月に当たる9月限は、8月3日入

電の6万0,050元より横ばい元の6万0,050元。この週

0.64%の上伸。8月に入って0.64%の上伸。 

錫も続落 

LME錫相場の前場売値は、直物が、8月3日入電の2

万4,700.00ドルより350.00ドル安の2万4,350.00ドル。

2営業日の続落で5.60%安。この週0.23%の下落。8月

に入って0.23%の下落。3か月物の前場売値は、8月3

日 入 電 の2万4,550.00ド ル よ り550.00ド ル 安 の2万

4,000.00ド ル。2営 業 日 の 続 落 で6.25%安。こ の 週

1.23%の下落。8月に入って1.23%の下落。 

LME公認倉庫の錫在庫は現地8月2日の3,985トンよ

り20トン減の3,965トン。 

鉛も続落 

LME鉛相場の前場売値は、直物が、8月3日入電の2,042.00

ドルより21.00ドル安の2,021.00ドル。2営業日の続落で

1.75%安。この週0.10%の下落。8月に入って0.10%の下

落。3か月物の前場売値は、8月3日入電の2,045.00ドルより

20.50ドル安の2,024.50ドル。2営業日の続落で1.75%安。

この週0.02%の上伸。8月に入って0.02%の上伸。 

LME公認倉庫の鉛在庫は現地8月2日の3万8,875トン

よりトン減の3万8,875トン。 

亜鉛は反落 

LME亜鉛相場の前場売値は、直物が、8月3日入電の

3,445.00ドルより90.00ドル安の3,355.00ドル。5営業

日ぶりの反落で2.61%安。この週0.12%の上伸。8月に

入って0.12%の上伸。3か月物の前場売値は、8月3日

入電の3,339.50ドルより70.50ドル安の3,269.00ドル。

5営業日ぶりの反落で2.11%安。この週0.21%の上伸。

8月に入って0.21%の上伸。 

LME公認倉庫の亜鉛在庫は現地8月2日の6万8,050ト

ンより1,125トン減の6万6,925トン。 

アルミは続落 アルミ合金は横ばい 北米特殊も横ばい 

LMEアルミ相場の前場売値は、直物が、8月3日入電

の2,448.50ドルより45.50ドル安の2,403.00ドル。2営

業日の続落で2.69%安。この週2.00%の下落。8月に

入って2.00%の下落。3か月物の前場売値は、8月3日

入電の2,437.00ドルより36.00ドル安の2,401.00ドル。

2営業日の続落で1.92%安。この週1.52%の下落。8月

に入って1.52%の下落。 

LME公 認 倉 庫 のア ルミ 在 庫は現 地8月2日 の29万

6,650トンより万2,100トン減の29万4,550トン。 

LMEアルミ合金相場の前場売値は、直物が、8月3日

入電より横ばいの1,760.00ドル。この週横ばい。8月

に入って横ばい。3か月物の前場売値は、8月3日入電

よ り 横 ば い の1,760.00ド ル。こ の 週 横 ば い。8月 に

入って横ばい。 

LME北米特殊アルミ合金（NASAAC）相場の前場売

値は、8月3日入電より横ばいの2,395.00ドル。この週

0.04%の下落。8月に入って0.04%の下落。3か月物の

前場売値は、8月3日入電より横ばいの2,395.00ドル。

この週横ばい。8月に入って横ばい。 

ニッケルは続落 

LMEニッケル相場の前場売値は、直物が、8月3日入

電の2万2,825.00ドルより825.00ドル安の2万2,000.00

ドル。2営業日の続落で8.43%安。この週0.23%の下

落。8月に入って0.23%の下落。3か月物の前場売値

は、8月3日入電の2万2,875.00ドルより825.00ドル安

の2万2,050.00ドル。2営業日の続落で8.70%安。この

週0.11%の上伸。8月に入って0.11%の上伸。 

LME公認倉庫のニッケル在庫は現地8月2日の5万

7,942トンより42トン減の5万7,900トン。 

銅 錫 鉛 亜鉛 アルミ アルミ合金 北米特殊アルミ合金 ニッケル

公示価格 7,774.00 24,350.00 2,021.00 3,355.00 2,403.00 1,760.00 2,395.00 22,000.00

前営業日比 ▲ 45.00 ▲ 350.00 ▲ 21.00 ▲ 90.00 ▲ 45.50 0.00 0.00 ▲ 825.00

公示価格 7,783.50 24,000.00 2,024.50 3,269.00 2,401.00 1,760.00 2,395.00 22,050.00

前営業日比 ▲ 21.50 ▲ 550.00 ▲ 20.50 ▲ 70.50 ▲ 36.00 0.00 0.00 ▲ 825.00

LME公示価格(US$)／8月3日

直物

先物



日刊金属 令和４年(２０２２年) ８月５日(金) (6) 昭和４4年11月創刊 

入電 ・ 現地 8月3日）

フリー・マーケット

　１ロット＝銅、鉛、亜鉛、アルミは25トン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■米国生産者価格（地金）

錫５トン、アルミ合金20トン、ニッケル６トン 銀(セント/オンス）EH社 2010.0

セツルメント＝現物・前場・売 銀(セント/オンス）HH社 1994.5

■ＮＹ相場  

前 場　 後 場　 取引業者銅(セント/ポンド) 256.35 - 257.35

銅ＡＧ      ２号銅線くず(セント/ポンド) 353.35 - 357.35

現   物 7773.0 7774.0 7753.0  ■ロンドン相場（ドル）

前日比 ▲ 45.0 ▲ 36.5 (カーブ) 金（オンス） 1761.25

先   物 7782.5 7783.5 7755.0 7677.5  アンチモン99.65％（トン) 13000 ― 14200

出来高 前日比 ▲ 21.5 ▲ 29.5 90,437 ビスマス99.9％(ポンド) 3.60 ― 3.80

錫ＨＧ 　 カドミウム99.99％(ポンド) 1.60 ― 1.70

現   物 24300.0 24350.0 24366.0 インジウム99.99％(キロ) 230 ― 265

前日比 ▲ 350.0 ▲ 243.0 (カーブ) セレニウム99.5％(ポンド) 9.25 ― 10.50

先   物 23950.0 24000.0 24155.0 24245.0 スポンジチタン99.5％(キロ) 10.45 ― 13.50

出来高 前日比 ▲ 550.0 ▲ 250.0 2,503 フェロモリブデン欧州産65%(キロ) 35.00 ― 36.00

鉛 　 コバルトカソード99.8％(ポンド) 25.00 ― 26.00

現   物 2019.0 2021.0 2028.0 マグネシウム中国産99.9％(トン) 4050 ― 4500

前日比 ▲ 21.0 ▲ 17.0 (カーブ) タングステンAPT(純分10キロ) 320.0 ― 350.0

先   物 2023.5 2024.5 2030.0 2025.0 タンタル鉱石30-35％(ポンド) 110 ― 118

出来高 前日比 ▲ 20.5 ▲ 11.0 31,490 ■ＫＬＴＭ錫（ＭYR／KG、出来高トン）

亜鉛ＳＨＧ 　 　 （3日） （4日）

現   物 3353.0 3355.0 3371.0 相   場 - -

前日比 ▲ 90.0 ▲ 37.5 (カーブ) 出来高 - -

先   物 3267.0 3269.0 3276.0 3277.0 ドル建て価格 - -

出来高 前日比 ▲ 70.5 ▲ 31.0 75,410  ＯＤレート 3.7600 3.7600

アルミＨＧ 　 Ｍ＄／ＵＳ＄レート 4.4573 4.4548

現   物 2402.5 2403.0 2392.5 採算円／キロ - -

前日比 ▲ 45.5 ▲ 41.5 (カーブ)  US$採算円／キロ - -

先   物 2400.0 2401.0 2389.0 2378.0 ■ＬＭＥ在庫（トン） 在　庫 増　減

出来高 前日比 ▲ 36.0 ▲ 37.5 152,765 銅 130,250 ▲ 725

アルミ合金 　 錫 3,965 ▲ 20

現   物 1750.0 1760.0 1760.0 鉛 38,875 -

前日比 0.0 0.0 (カーブ)  亜鉛 66,925 ▲ 1,125

先   物 1750.0 1760.0 1760.0 1760.0 アルミ 294,550 ▲ 2,100

出来高 前日比 0.0 0.0 0 アルミ合金 2,120 -

北米特殊アルミ合金  北米特殊アルミ合金 5,480 -

現   物 2385.0 2395.0 2395.0 ニッケル 57,900 ▲ 42

前日比 0.0 0.0 (カーブ)  ■上海在庫（トン） 在　庫 増　減

先   物 2385.0 2395.0 2395.0 2395.0 (7／29 現在） 銅 37,025 ▲ 13,325

出来高 前日比 0.0 0.0 0 アルミ 185,358 ▲ 5,840

ニッケル 亜鉛 97,316 ▲ 4,594

現   物 21975.0 22000.0 22223.0 鉛 68,151 ▲ 8,003

前日比 ▲ 825.0 ▲ 202.0 (カーブ) ニッケル 1,741 248

先   物 22010.0 22050.0 22283.0 22332.0 ■LMEプレマーケット（ドル） 先物気配

出来高 前日比 ▲ 825.0 ▲ 195.0 23,821 (8／4 ） 銅 7,728.5 - 7,732.0

ＮＹコメックス相場 (3:00AM現地) 錫 24,100.0 - 24,355.0

出来高：１ロットは12.5ショート・トン、銅はポンド当たりセント 鉛 2,022.5 - 2,024.5

金・プラチナ・パラジウムはオンス当たりドル、銀はオンス当たりセント 亜鉛 3,299.5 - 3,303.0

銅ＨＧ 金　 銀　 プラチナ パラジウム アルミ 2,396.5 - 2,399.5

8月限 346.95 1758.0 1986.5 885.6 2004.40 ニッケル - - -

9月限 346.70 1760.9 1989.4 887.0 2007.90 ■ 上 海 相 場 トン当たり元、１ロット＝５トン・増値税込

10月限 347.20 1766.1 1994.7 888.5 2013.80 銅　 アルミ 亜鉛 鉛　 ニッケル

11月限 347.65 - - - - 8月限 60260 18255 24055 15100 180940

12月限 347.65 1776.4 2004.5 - 2024.40 9月限 60050 18165 23675 15150 173190

前 日 比 ▲ 5.50 ▲ 13.1 ▲ 24.0 ▲ 14.5 ▲ 82.30 前 日 比 100 125 ▲ 240 ▲ 105 ▲ 4750

出 来 高 74,132 166,068 51,532 12,519 2,021 出 来 高 21475 12995 7550 580 2646

採算価格 フレート諸チャージ込み入荷ベース(上海は前日の元・円レートで換算）

為替相場 LME（円ベース/キロ） COMEX 上海 20.08

ドル・円 銅　 錫　 鉛　 亜鉛　 アルミ ニッケル 銅　 銅　 アルミ 亜鉛　 鉛　

ＴＴＳ 7774 24350 2021 3355 2403 22000 347 60260 18255 24055 15100

134.66 1087 3479 309 492 340 3163 1076 1210 367 483 303

-0.08 ▲ 7 ▲ 50 ▲ 3 ▲ 12 ▲ 6 ▲ 112 ▲ 16 34 11 8 5

（8月4日

（▲ 18.50）

（▲ 30.0）

（▲ 33.0）

※4日のKLTMは取引がありません。

元・円＝



日刊金属 令和４年(２０２２年) ８月５日(金) (7) 昭和４4年11月創刊 

伸銅品 大阪 東京 鉛亜鉛製品 大阪 東京 電線（現場納め 定尺 関西地区 大口～小口）

銅小板2.0ミリ  1400  1315 亜鉛板0.3×3×7  620  620 ＶＶＦ

建築用0.3ミリ  1450  1365 印刷用亜鉛板トッパン用  790  790 2Ｃ×1.6 55～57

銅大板2×1×2  1530  1515 給水管13ミリ  300  300 2Ｃ×2.0 98～101

銅管(ベース)  1520  1485 鉛板1.5ミリ  555  555 3Ｃ×1.6 102～105

水道用管(m当たり)13ミリ  1640  1425 鉛線3ミリ  450  450 3Ｃ×2.0 149～152

銅棒25ミリ  1310  1285 軽圧品 大阪 東京 ＩＶ

銅条1.5×100  1365  1330 アルミ箔0.007ミリ  1105  1065 1.6mm 31.1～33.1

銅線0.9ミリ  1390  1345 　〃　小板1ミリ  740  695 5.5sq 85.1～90.5

銅帯6×50  1320  1285 　〃　大板1ミリ  720  685 14sq 212～225

銅平角線  1590  1515 　〃　5052板  775  735 CV-T

黄銅小板2.0ミリ  1170  1130 　〃　6061板  1325  1285 600V  3Ｃ×38 1617～1719

　　〃　0.3ミリ  1200  1160 　〃　2017板  1230  1295 600V  3Ｃ×60 2490～2647

黄銅大板2×1×2  1320  1310 　〃　線3ミリ  725  685 600V  3Ｃ×100 4180～4443

黄銅管  1640  1610 　〃　快削棒50ミリ  940  900 6kV  3Ｃ×38 2610～2769

復水器用黄銅管  1610  1580 　〃　合金棒50ミリ(17S)  925  880 6kV  3Ｃ×60 3639～3861

黄銅棒快削25ミリ  975  990 　〃　合金棒50ミリ(56S)  880  840 CVV 　（関西­関東）

六角棒  1005  1020 3Ｃ×2 127­130

四角棒  1035  1050 貴金属(一般小口向け) 4Ｃ×2 171­175

鍛造用  1015  1030 白金(グラム) 6Ｃ×2 242­248

ネーバル  1115  1130 パラジウム(グラム) 7Ｃ×2 276­283

高力  1115  1130 金(グラム) 合金鉄 6月輸入単価（CIF)

黄銅線6ミリ  1345  1310 銀(キログラム) フェロマンガン2％以上炭素含有  276 

黄銅平角線ロール仕上  1545  1520 　　　〃　　　その他  373.3 

黄銅条1.5×100  1165  1145 レアメタル輸入価格 フェロシリコン55％以上  313 

リン青銅板一般用1.0ミリ  2470  2660 金属ケイ素(99.99％未満) フェロクロム4％以上炭素含有  282.2 

　　　〃　バネ用0.3ミリ  2720  2920 モリブデン酸化物 フェロモリブデン純分60％以上  4030 

リン青銅棒25ミリ  2630  2840 タンタル フェロバナジウム  4593 

リン青銅線3ミリ  2930  3140 マグネシウム フェロニッケル33％未満  851.5 

洋白板一般用1.0ミリ  3480  3630 コバルト

　〃　バネ用1.0ミリ  3650  3810 インジウム 電気亜鉛メッキ銅板冷延1ミリ  326 

減 摩 合 金 銅 合 金 地 金

（500㎏以上、大口価格） （標準価格） 大阪 

1種　 BC　1種　  1210 

2種　 2種　  1530 

3種　 3種　  1615 

4種　 6種　  1295 

5種　 7種　  1425 

7種　 YBSC　3種　  1085 

8種　 LBC　3種　  1560 

9種　 PBC　2種　  1635 

 10887 

（8月4日調べ） （キロ当たり）◎上げ　◆下げ

◎ 4326 

◆ 9889 

◎ 8412 

◎ 98670 

6月通関（CIF）

 502 

 4055 

 59923 

 627 

 4780 

 4650 

 4510 

 3965 

 3770 

 1355 

 1190 

 1010 

 28162 

8月1日改定 8月1日発表



日刊金属 令和４年(２０２２年) ８月５日(金) (8) 昭和４4年11月創刊 

山元建値　 電気銅 1090(3) 金 7,622(4)

（）実施日　 電気鉛 336(1) 銀 87,800(4)

電気亜鉛 511(4) 錫(99.99％) 4,800(1)

キロ当たり円 インジウム大口~小口(99.99％) 41,000 ～ 43,000(1)

非鉄原料 大　阪 東　京 地　　　金

（炉前材） 仲間相場 仲間相場

1トン以上外税持込 高値 安値 高値 安値 

1 号 銅 線  985  987 電 気 銅 ◆ 1045 ◆ 1040 ◆ 1047 ◆ 1042 

2 号 銅 線  943 　 　― 電 気 亜 鉛 ◎ 483 ◎ 477 ◎ 483 ◎ 477 

上 銅 ( 新 切 )  956  952 蒸 留 亜 鉛 ◎ 471 ◎ 465 ◎ 471 ◎ 465 

雑 ナ ゲ ッ ト  816  814 再生ダイカスト亜鉛2種  399  393  399  393 

並 銅  898  881 再 生 亜 鉛 (98%)  351  345  351  345 

下 銅  879  854 電 気 鉛  308  305  308  305 

銅 削 粉  873  857 再 生 鉛 1 号  291  281  291  286 

銅 さ い (30%)  25  25 再 生 鉛 3 号  296  292  296  292 

新 切 黄 銅 セ パ  761  757 錫 1 号  3500  3450  3500  3450 

コ ー ペ ル  728  715 ア ン チ モ ン ◆ 1950 ◆ 1900 ◆ 1950 ◆ 1900 

黄 銅 棒 地  712  703 ニッケル (メッキ用 )  3150  3100  3150  3100 

黄 銅 削 粉  706  699 コ バ ル ト  8200  7900  8200  7900 

並 黄 銅  627  631 セ レ ニ ウ ム  2900  2700  2900  2700 

黄 銅 ラ ジ エ タ ー  532  516 ビ ス マ ス  1350  1250  1350  1250 

交 叉 ラ ジ エ タ ー  578  585 カ ド ミ ウ ム  600  550  600  550 

黄 銅 鋳 物  627 　 　― マ グ ネ シ ウ ム 合 金  500  480  500  480 

山 送 り (55%)  355 　 　― ア ル ミ 地 金 99.70 ％ ◆ 365 ◆ 361 ◆ 367 ◆ 363 

上 青 銅 鋳 物  757 　 　― ア ル ミ 二 次 地 金 99 ％  305  300  305  300 

並 青 銅 鋳 物  755  742 〃 90 ％  273  268  273  268 

上 青 銅 鋳 物 削 粉  750 　 　―　 アルミ二次合金ADC12  417  412  420  415 

並 青 銅 鋳 物 削 粉  740  730 鋳 物 用 C2BS  442  437  444  439 

新 切 リ ン 青 銅 ( 伸 銅 ) 　 　―  981 青 銅 合 金 地 金 3 種  1555  1545  1630  1620 

〃 ( 鋳 物 )  869 　 　― 〃 6種  1255  1245  1320  1310 

リ ン 青 銅 削 粉  787  775 ハ ン ダ 錫 60 ％  3165  3125  3185  3155 

新 切 洋 白 ( 電 子 材 )  803  786 〃 50 ％  2730  2680  2750  2720 

新 切 亜 鉛  243  243 〃 40 ％  2360  2300  2315  2285 

ダ イ カ ス ト く ず  208  208 減 摩 合 金 2 種  4615  4585  4620  4590 

亜 鉛 ド ロ ス  186  197 〃 4 種  3930  3905  3935  3905 

上 鉛  144  142 〃 7 種  1335  1285  1335  1285 

電 池 素 鉛 ケ ー ス 込  27  27 ス テ ン レ ス ・ 特 金  80  80 

活 字 鉛  129  126  65  65 

新 切 ア ル ミ 1 級  237  239  260  260 

新 切 サ ッ シ 1 級  237  237  465  465 

新 切 合 金 1 級  222  217  24  28 

機 械 鋳 物 1 級  150  155  220  220 

ビ ス 付 サ ッ シ P  173  170 

合 金 削 粉 P  95  100 

込 ガ ラ P  90  92 

カ ン ・ バ ラ  160  161 

◎上げ　◆下げ (8月4日調べ)

大　阪 東　京

仲間相場 仲間相場

18-8ステンレス　新切

〃　　ダライ粉

高耐食ステンレスSUS316

耐熱ステンレスSUS310

13クローム　新切

ハイス　　9種


